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本
書
は
一
九
七
八
年
（
第
二
版
は
一
九
九
四
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
ハ
ン
ス
・
ゲ

オ
ル
ク
・
ベ
ッ
ク
の
主
著
の
一
つ
、
D
a
s b

y
za

n
tin

isch
e J

a
h
r-ta

u
sen

d
の

戸
田
聡
氏
に
よ
る
全
訳
で
あ
る
。
ベ
ッ
ク
は
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
ビ
ザ
ン

ツ
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
研
究
対
象
は
理
念
・
国
制
、
教
会
、
文
学

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
本
邦
に
お
い
て
も
故
渡
辺
金
一
氏
が
中
心
と
な
り
、

『
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
の
思
考
構
造
』 （
渡
辺
金
一
編
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
を

は
じ
め
と
す
る
そ
の
業
績
の
多
く
が
紹
介
・
翻
訳
さ
れ
て
き
た
。
 

 
訳
者
あ
と
が
き
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ッ
ク
は
異
色
の
経

歴
の
持
ち
主
で
あ
り
、
修
道
士
か
ら
還
俗
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
た
人
物
で
あ
る
。
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
定
年
退
官
後
で
あ
り
、
ベ

ッ
ク
晩
年
の
「
集
大
成
」
の
一
つ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

 
原
題
（
邦
訳
の
副
題
）
に
あ
る
よ
う
に
、
本
書
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
千
余
年
の
歴

史
の
全
て
を
対
象
と
す
る
。
し
か
し
同
じ
千
余
年
を
扱
う
書
物
で
も
、
Ｇ
・

オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
『
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
史
』（
和
田
廣
訳
、
恒
文
社
、
二
〇
〇
一

年
）
の
よ
う
に
通
時
的
叙
述
を
行
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
各
章
が

ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
分
か
た
れ
て
い
る
。
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
も
網
羅
的
に
選
ば
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
経
済
史
は
削
っ
た
と
著
者
自
身
が
述
べ
て
お
り
、

そ
の
他
美
術
史
や
考
古
学
も
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
史
料
も
刊
行
さ
れ
た
テ
ク

ス
ト
が
中
心
で
、
印
章
や
文
書
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。 

 
し
か
し
、
こ
れ
は
ベ
ッ
ク
自
身
の
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
あ
る
。
各
章
の

題
を
列
挙
す
れ
ば
、
二
章
「
国
家
と
国
制
」、
三
章
「
政
治
的
オ
ル
ト
ド
ク
シ

ー
」
、
四
章
「
文
学
」、
五
章
「
神
学
」
、
六
章
「
修
道
制
」、
七
章
「
ビ
ザ
ン

ツ
社
会
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
」
、
八
章
「
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
信
仰
」
、
九
章
「
歴

史
と
い
う
次
元
」
、
と
な
っ
て
お
り
、
教
会
や
宗
教
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
多
く

の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
ベ
ッ
ク
は
三
章
に
も
あ
る
「
政
治

的
オ
ル
ト
ド
ク
シ
ー
」
概
念
が
ビ
ザ
ン
ツ
を
読
み
解
く
鍵
だ
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
通
常
は
（
特
に
歴
史
家
に
は
）
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
神
学
・
教
会
史
の
 

テ
ク
ス
ト
も
取
り
入
れ
、
正
 
 教

オ

ル

ト

ド

ク

シ

ーを
は
じ
め
と
す
る
、
ベ
ッ
ク
が
重
視
す
る
 

諸
要
素
に
力
点
を
置
い
た
叙
述
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。即
ち
本
書
は
「
概

説
」
で
は
な
く
、
ベ
ッ
ク
の
「
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
論
」
を
志
向
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
も
邦
題
は
正
鵠
を
射
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
 

 
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
性
質
の
た
め
に
本
書
の
内
容
に
は
今
日
の
学
界
の

動
向
と
一
致
し
な
い
部
分
や
、
議
論
が
分
か
れ
る
部
分
も
あ
り
、
そ
の
点
に

は
注
意
を
要
す
る
。
し
か
し
ベ
ッ
ク
が
選
び
と
っ
た
諸
要
素
が
、
ビ
ザ
ン
ツ

理
解
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
諸
問
題
を
多
面
的
に
提
示
し
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。
 

 
そ
の
本
書
に
つ
い
て
、
教
え
子
で
す
ら
そ
の

b
a
ro
q
u
e
さ
故
に
あ
ま
り
読

ま
れ
て
い
な
い
と
評
す
る
（
例
え
ば
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4）
ベ
ッ

ク
の
著
述
を
、
内
容
を
損
ね
ず
に
正
確
に
翻
訳
し
た
訳
者
に
は
敬
服
す
る
よ

り
ほ
か
に
な
く
、
本
書
が
我
が
国
の
多
く
の
読
者
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
可
能
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と
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
。
筆
者
・
訳
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
特
に
ビ

ザ
ン
ツ
に
関
心
を
持
つ
若
手
を
中
心
に
本
書
が
広
く
読
ま
れ
、
今
後
ビ
ザ
ン

ツ
を
考
え
る
糧
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 
 
 
 
 
（
仲
田
公
輔
）
 

  


